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※本白書作成にあたり再集計と更新を行った結果、『府中市インフラマネジメント白書（２０１７年度）』

（平成３０年）と数値が異なる箇所があります。 

※本白書で使用するデータは令和４年度時点までとしています。 

※年度（年）の表記について、平成３１年４月は令和元年度と表しています。 
※本白書における数値は、端数処理を行っているため、合計と内訳が一致しない場合があります。 

例 全数に対する割合として、警戒標識：77.4％、規制標識：15.5％、遊歩道案内版：4.4％、安眠標識：

2.8％、合計：100.1％となるが、100.0％とします。 

※道路・公園緑地等は一般会計であるため、歳出・歳入とし、下水道は公営企業会計であるため、支出・収

入とします。 
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第 1 章  インフラマネジメント白書について 

1.1  インフラマネジメント白書とは 

市は、主に昭和３０年代から昭和４０年代までの高度経済成長期に、道路、橋りょう、公

園緑地等、下水道などの多くの都市基盤施設（以下、「インフラ」と言います。）を整備し、

市民生活の根幹を担うものとして管理してきました。現在、その多くが整備後４０年以上を

経過しており、老朽化の進行が懸念されることから、戦略的な維持管理と更新が求められて

います。 

上記に伴い、今後のインフラ管理に係る経費（既存インフラの維持管理や補修更新費、新

たに整備すべきインフラの新設費等）は増加していくことが予測されますが、現在の市の財

政事情では従来と同等なレベルでの管理を続けていくことが難しい状況にあります。 

そこで、市は平成２４年１０月にインフラの現状と課題を整理した『府中市インフラマネ

ジメント白書（以下、『白書』と言います。）』を作成しました。その後、平成２５年１月に、

上記『白書』を根拠として今後のインフラ管理に関するマネジメント方針を示した『府中市

インフラマネジメント計画（以下、『計画』と言います。）』を策定しました。 

以降、社会情勢の変化への対応や新たな観点での経費予測を行うため、平成３０年３月に

『白書』を更新し、平成３０年７月に『計画』を改定しています。 

『府中市インフラマネジメント白書（２０２３年度）（以下、『本白書』と言います。）』は、

引き続きインフラマネジメントを進めていくためにインフラ管理に係る現状や課題、管理経

費などを改めて整理し、更新するものです。 
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1.2  位置付け 

『本白書』は、『第７次府中市総合計画』（令和４年）を上位計画とし、今後のインフラ管

理に関するマネジメント方針を示す『計画』の改定に向けて、改めて現状調査を行い、前回

（平成３０年３月）の『白書』を更新したものです。 

なお、『本白書』と『計画』の位置付けは次のとおりです。 

 

図１－２－１ 『本白書』の位置付け 
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第 2 章  管理数量・人口・財政運営について 

2.1  管理数量 

市が管理する令和５年３月末時点のインフラの規模及び数量は、次のとおりです。 

 

表２－１－１ 「本白書」対象施設 一覧表 

施設項目 数量 延長 面積 備考 

道路 

車
道 

幹線市道 61路線 88.549km 988,191m2  

一般市道 2,410路線 348.403km 1,729,962m2  

合計 2,471路線 436.952km 2,718,153m2  

歩
道
等 

歩道 - 171.112km 476,283m2  

植樹ます 2,493か所 - -  

道路附属物 

標
識 

施設案内標識 833基 - -  

警戒標識 195基 - -  

その他標識 57基 - -  

合計 1,085基 - -  

街
路
灯 

交通安全灯 7,270基 - -  

防犯灯 10,398基 - -  

その他 1,150基 - -  

合計 18,818基 - -  

道路反射鏡 3,152基 - -  

街
路
樹 

低木 62,243m2 - -  

高木 8,767本 - -  
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施設項目 数量 延長 備考 

橋りょう 

道路橋 21橋 405m  

歩道橋 15橋 402m  

合計 36橋 807m  

立体横断 

施設等 

ペデストリアンデッキ 2か所 - 
府中駅、府中本町駅、西府

駅、分倍河原駅及び多磨駅の

各付近 

エレベーター 12基 - 

エスカレーター 6基 - 

合計 20か所 -  

大型構造物 

建築物 2か所 - 
西府駅自由通路、多磨駅自由

通路 

擁壁 

ボックスカルバート 
6か所 -  

擁壁 9か所 -  

ボックスカルバート 5か所 -  

合計 22か所 -  

 

施設項目 箇所数 面積 備考 

公園緑地等 

市
立
公
園 

都市公園 272か所 1,315,154m2  

スポットパーク 52か所 7,569m2  

広場 46か所 24,149m2  

府中多摩川 

かぜのみち 
1か所 35,048m2 

 

市立公園以外の管理地 38か所 71,765m2  

合計 409か所 1,453,685m2  

 

施設項目 面積 備考 

法定外 

公共物 

里道（赤道） 85,262m2  

水路 167,798m2  

市有通路 51,020m2  

 

施設項目 管きょ延長 区域面積 備考 

下水道 

北多摩一号処理区 735,394m 2,505.73ha  

野川処理区 30,257m 219.47ha  

合計 765,651m 2,725.20ha 布設年度不明分を含む 

※出典：各種調書等（Ｐ１５に詳細を記載）  
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2.2  人口 

市の総人口は増加傾向にあり、令和２年時点で２６万人に達しています。 

また、総人口の将来見通しについて『第７次府中市総合計画』（令和４年）では、「令和１

２年（２０３０年）の２６．２万人をピークに減少に転じ、令和３２年（２０５０年）には

令和２年（２０２０年）比で４．８パーセント減少、令和４２年（２０６０年）には同年比

で１０．３パーセント減少する見込み」であるとされています。 

ここで、市が策定した『府中市人口ビジョン及び府中市まち・ひと・しごと創生総合戦略』

（平成２７年）で、計測されている将来人口推計（基本ケース）と比較すると、令和３年時

計測結果が「やや上方にかい離していますが、年々その差は徐々に縮まり、推計の最終年で

ある令和４２年（２０６０年）には人口ビジョンをやや下回る結果」となっています。 

また、人口構造に関するシミュレーション結果では、「令和２年（２０２０年）には、４５

～４９歳のいわゆる団塊ジュニア世代を中心として４０～５０歳代の人口比率が高くなって

おり、２０年後の令和２２年（２０４０年）には、６５～６９歳の人口比率が最も高い構成

となる見込み」とされています。 

図２－２－１ 将来人口の見通し 

※出典：『第７次府中市総合計画』（令和４年） 
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図２－２－２ 人口構造に関するシミュレーション結果 

※出典：『第７次府中市総合計画』（令和４年）  

5,415 
6,007 
6,091 
6,344 

8,044 
7,811 
7,850 

9,088 
10,327 

11,909 
10,929 

8,911 
6,867 
6,475 

6,783 
5,159 

3,575 
2,174 

967 

5,063 
5,823 
5,617 
6,020 

7,366 
7,171 
7,371 

8,463 
9,544 

11,038 
9,934 

7,927 
6,247 
6,607 

7,538 
6,645 

5,111 
3,728 

2,443 

0～4歳
5～9歳

10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85～89歳
90歳以上

5,045 
5,034 

5,390 
6,263 

7,928 
8,099 
7,625 
7,444 

7,835 
8,999 

10,172 
11,612 

10,270 
8,033 

5,995 
5,331 
4,963 

2,977 
1,688 

4,717 
4,779 
5,050 

6,022 
7,232 
7,632 
7,372 
7,137 
7,526 

8,612 
9,732 

10,883 
9,522 

7,598 
6,035 
6,165 
6,578 

5,029 
3,975 

0～4歳
5～9歳

10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85～89歳
90歳以上

4,784 
4,883 
4,998 
5,207 

6,861 
7,754 
7,440 

7,736 
7,706 
7,393 

7,754 
8,866 

9,687 
10,609 

9,012 
6,666 

4,472 
3,218 

2,601 

4,473 
4,635 
4,681 
4,894 

6,307 
7,402 

7,110 
7,429 
7,404 
7,195 
7,667 

8,505 
9,382 

10,477 
9,141 

7,109 
5,323 

4,877 
5,899 

0～4歳
5～9歳

10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85～89歳
90歳以上

2-2 

人
口 

15,000 10,000 5,000 0 （人） 0 5,000 10,000 15,000 

15,000 10,000 5,000 0 （人） 0 5,000 10,000 15,000 

15,000 10,000 5,000 0 （人） 0 5,000 10,000 15,000 

男性 女性 

男性 女性 

男性 女性 

令和２年 

令和１２年 

令和２２年 



  10 

 

2.3  財政運営の考え方 

市の財政運営について、『第７次府中市総合計画』（令和４年）では、以下のとおり記載さ

れています。 

表２－３－１ 財政見通し（普通会計）令和４年度～令和７年度 

 

 

 

市の財政見通し 

 
第７次府中市総合計画前期基本計画期間（令和４年度～７年度）の財政見通しとしては、歳入の根

幹である市税は、令和元年度（２０１９年度）まで増加傾向にありましたが、新型コロナウイルス感染症

拡大の影響を受け、今後の景気の動向が不透明な中、現在の状況や今後の変動要因等を勘案し、横

ばいになると見込んでいます。 

歳出では、高齢化の更なる進展により、扶助費や繰出金などの社会保障関係経費の増加が予想さ

れます。 

さらに、今後、学校施設老朽化対策などの施設の更新や大規模修繕に掛かる費用が増大するほ

か、防災・減災対策や環境施策など、時代の要請に応じた施策も求められています。 

このため、今後も、新たな歳入の確保や事務事業の見直し等の行財政改革に引き続き取り組むこと

で、歳入に見合った事業展開に努めるとともに、計画的に基金を積み立てるなど、将来への過度な負

担とならないよう、持続可能な財政運営を行う必要があります。多様化する市民ニーズに応えるため

にも、事業の選択と集中により、引き続き効率的な市民サービスの提供に努めるとともに、十分に将来

を見据えた上で健全財政を維持していくことが求められます。 

2-3 
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第 3 章  インフラの現状について 

3.1  インフラ充足度 

市と近隣市のインフラ充足度を比較すると、市のインフラ充足度は、同等または高い状況

にあります。 

 

【道路】 

 
※国道・都道を含む                ※国道・都道を含む 

 

※市道のみ                    ※市道のみ 

 

※出典：【道路】『東京都道路現況調書』(東京都建設局道路管理部，令和５年）、『令和５年全国都

道府県市区町村別面積調』（国土地理院，令和５年）  
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【公園緑地等】 

 
※出典：【公園緑地等】『東京都都市公園等区市町村別面積・人口割比率表』（東京都建設局，令和

４年） 

 

【街路灯】                【下水道】 

 

※出典：【街路灯】各市の統計資料等（公開されている最新データを記載） 

※出典：【下水道】『全国市町村別 下水道処理人口普及率一覧（令和３年度）』（公益社団法人日本

下水道協会，令和４年） 
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3.2  インフラ整備状況 

3.2.1  地域の区分 

インフラの整備状況は、市全体での整理のほか、『府中市都市計画に関する基本的な方針

（府中市都市計画マスタープラン）』（令和４年）で定める「地域別まちづくり方針（地域

別構想）」の地域区分ごとに整理します。地域区分は、次のとおりです。 

 

表３－２－１－１ 地域区分一覧表 

地域区分 面積 地域範囲 

第１地域 約5.4km2 

多磨町全域、朝日町全域、紅葉丘全域 

白糸台１丁目～３丁目及び４丁目～６丁目の一部 

若松町３丁目～５丁目 

第２地域 約5.9km2 

白糸台４丁目～６丁目の一部、押立町全域、小柳町全域 

若松町１丁目及び２丁目、清水が丘全域、日吉町全域 

是政１丁目～５丁目 

第３地域 約3.9km2 
浅間町全域、天神町全域、新町全域、幸町全域 

晴見町全域、栄町全域 

第４地域 約2.3km2 
府中町全域、緑町全域、宮町全域、八幡町全域 

本町１丁目及び２丁目、宮西町全域、寿町全域 

第５地域 約2.4km2 武蔵台全域、北山町全域、西原町全域、東芝町の一部 

第６地域 約2.5km2 
片町全域、日鋼町全域、東芝町の一部、美好町全域 

分梅町１丁目、本宿町全域、西府町全域 

第７地域 約4.1km2 
是政６丁目、矢崎町全域、本町３丁目及び４丁目、南町全域 

分梅町２丁目～５丁目、住吉町全域 

第８地域 約2.7km2 四谷全域、日新町全域 

 

 

図３－２－１－１ 地域区分図 

※出典：『府中市都市計画に関する基本的な方針（府中市都市計画マスタープラン）』（令和４年） 
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3.2.2  根拠一覧 

『本白書』で整理している施設ごとの情報は、次の資料を根拠にしています。 

 

表３－２－２－１ 根拠一覧 

施設項目 資料 年度 調査方法 

道路 
車道 

路面性状調査 令 和 ３年 度 
機械調査 

目視調査 

土木工事台帳 令 和 ４年 度 - 

歩道・植樹ます 現地調査 平成２８年度 目視調査 

道路 

附属物 

案内標識 案内標識台帳 令 和 ４年 度 目視調査 

警戒標識 

その他標識 
警戒標識・その他標識台帳 令 和 ４年 度 目視調査 

交通安全灯 

防犯灯 
現地調査結果 令 和 ４年 度 目視調査 

道路反射鏡 道路反射鏡台帳 令 和 ４年 度 目視調査 

街路樹 街路樹台帳 令 和 ４年 度 目視調査 

橋りょう 橋りょう点検結果 
令 和 ２年 度 

令 和 ３年 度 
目視調査 

立体横断施設等 立体横断施設台帳 令 和 ４年 度 - 

大型構造物 大型構造物台帳 令 和 ４年 度 - 

公園緑地等 

公園調書 令 和 ４年 度 - 

ＰＡＲＫＦＵＬ 令 和 ４年 度 - 

府中市公園施設長寿命化計画 令 和 ５年 度 - 

法定外公共物 法定外公共物管理台帳 令 和 ４年 度 - 

下水道 
府中市下水道マスタープラン 

２０２０ 
令 和 ２年 度 - 
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3.2.3  車道 

車道の全体数量及び状況は、次のとおりです。 

 

3.2.3.1  全体数量 

車道の全体数値は、次のとおりです。なお、この表の数値は、歩道を含む数量です。 

 

表３－２－３－１ 車道（全体）の管理数値 

項目 延長 面積 

車道 436,253m 2,714,114m2 

舗装 423,054m 2,633,660m2 

舗装率 97.0% 97.0% 

※出典：『東京都道路現況調書』（東京都建設局道路管理部，令和５年） 

 

市が管理する車道は、延長が約４３６ｋｍ、面積が約２７１万㎡です。このうち、道

路延長の約６３％、道路面積の約３７％が昭和４０年度までに整備されたものです。な

お、市街地への土地利用が進むことが想定されるため、数量も増えることが考えられま

す。 

 

 

図３－２－３－１ 市道の認定状況（延長） 

※昭和５６年度の市道の再編成時に数値を整理しています。 

※出典：『府中市公共施設等総合管理計画』（令和４年） 
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図３－２－３－２ 市道の認定状況（面積） 

※昭和５６年度の市道の再編成時に数値を整理しています。 

※出典：『府中市公共施設等総合管理計画』（令和４年） 
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昭和５６年度から令和４年度までの車道に係る補修履歴を市が管理する『各年度土木工

事台帳』より工法別に集計し、舗装補修の現状を整理しました。 

 

 

図３－２－３－３ 幹線市道の舗装更新周期（実績） 

 

 

図３－２－３－４ 一般市道の舗装更新周期（実績） 
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図３－２－３－５ 舗装の構造と補修工事のイメージ 

※出典：『舗装点検要領』（国土交通省道路局，平成２８年） 
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表層オーバーレイ工事（表層だけを補修する工法） 

打換え工事 

（表面を支える上層路盤までを補修する工法） 3-2-3 
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3.2.3.2  点検結果 

（1） 条件 

1） 実施数量 

車道の劣化調査を令和３年度に実施しました。調査延長は、次のとおりです。 

 

表３－２－３－２ 車道調査数量一覧 

調査方法 道路種別 調査延長 評価単位 上下線※ 備考 

機械調査 
幹線市道 162,892m 

１００ｍごと 上下 
多車線区間は全車線を

調査（付加車線除く） 一般市道 302,264m 

目視調査 一般市道 21,689m 街区ごと 下りのみ  

合計 486,845m - -  

※路線の起点から終点に向かう方向を上り線としています。 

 

2） 調査方法 

【機械調査※１】 

幹線市道及び一般市道の幅員が広い箇所は路面性状測定車、路面性状測定車が侵

入できない一般市道はＭＭＳ※２により調査を行いました。 

なお、調査項目は以下のとおりです。 

① ひび割れ率 

対象車線全面において連続測定を行い、車道の面積に対してどの程度ひび割れ

があるのかを０．１％単位で調査しました。 

 

② わだち掘れ量 

測定区間の進行方向１０ｍごとにｍｍ単位で調査しました。 

※１：機械調査では、公的機関が毎年実施する「路面性状自動測定装置の性能確認試験」に合格

し、道路維持作業用自動車として登録されている専用の車両を使用しています。 

※２：ＭＭＳとは、車両に搭載した３次元レーザー計測器により、舗装状況（路面性状）を把握

することができ、地理情報とともに管理が可能なシステムです。 

 

【目視調査】 

路面性状測定車及びＭＭＳが侵入できない一般市道を対象に、調査員による目視

調査を実施しました。この区間については、大型車両が少なくわだち掘れが発生し

にくいと判断し、ひび割れ調査のみを行っています。 

なお、ひび割れの劣化程度は、次に示す判定基準に基づいて決定しました。 

 

表３－２－３－３ 目視調査時のひび割れ率の判定基準 

ランク 判定基準 劣化程度 代表値 

ランク０ ひび割れの発生が認められない 0% 0% 

ランク１ ひび割れが２～３本発生している 0.1%～15% 7% 

ランク２ 縦もしくは横方向に連続したひび割れが発生している 15.1%～30% 22% 

ランク３ 半分にひび割れが縦横に発生している 30.1%～50% 40% 

ランク４ 一部を除き縦横にひび割れが発生している 50.1%～ 75% 
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3） 解析方法 

路面性状測定車による機械調査は、『舗装調査・試験法便覧』（社団法人日本道路

協会，平成３１年）に基づいて解析しました。なお、解析する際、目地は劣化に含

まないこととしています。 

 

① ひび割れ率 

ひび割れ率は、評価単位区間内の平均的なひび割れ率を以下の式により算出し、

評価しました。 

 

 

 

※パッチング面積とは、小規模な補修で車線幅いっぱいにわたらないものや、施工延長が車線の

幅員を越えない程度の修正箇所の面積です。 

 

② わだち掘れ量 

わだち掘れ量は、２０ｍごとの横断測定記録から最大わだち掘れ量を計測し、

単位評価区間ごとの最大値と平均値にて評価しました。 

 

表３－２－３－４ 健全度の区分及び損傷評価の例 

 

※出典：『舗装点検要領』（国土交通省道路局，平成２８年）、『府中市道路舗装長寿命化計画』（令

和２年度）  

診断区分 Ⅲ（修繕段階） Ⅱ（表層機能保持段階） Ⅰ（健全）

損傷レベル 大 中 小

状態
管理基準に照らし、それを経過している
または早期の超過が予見される状態

管理基準に照らし、劣化の程度が中程
度

管理基準に照らし、劣化の程度が小さ
く、舗装表面が健全な状態

ひび割れ率
（Ｃ）

40≦C 20≦C＜40 0≦C＜20

• 左右両輪の通過部でそれぞれ亀甲
状に発生

• 車線内全面に渡り亀甲状に発生

• 左右両輪の通過部で発生し、かつ
片側の車輪通過部ではひび割れが
亀甲状あるいは縦横に派生するな
ど複数本発生

• ひび割れの発生が認められない
• 縦断方向に１本連続的に発生
• 左右両輪の通過部で縦断方向に１
本ずつ連続的に発生

• 評価単位区間内で片側の車輪通過
部で複数本または亀甲状に発生

わだち掘れ量
（Ｄ）

40≦D 20≦D＜40 0≦D＜20

ＩＲＩ

8≦ＩＲＩ 3≦ＩＲＩ＜8 0≦ＩＲＩ＜3

ＭＣＩ値 0≦ＭＣＩ値≦3 3.0＜ＭＣＩ値≦5.0 5.0＜ＭＣＩ値

ひび割れ率 (％ ) =
ひび割れ面積 (㎡ )＋パッチング面積  (㎡ )

単位評価面積 (㎡ )
× １００ 
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4） 評価方法 

評価には、ＭＣＩ値を用いています。ＭＣＩ値は、維持管理指数のことで、旧建

設省が作成した舗装の評価指標です。「ひび割れ率」、「わだち掘れ量」の組み合わせ

から数値化します。 

 

【算出方法】 

ＭＣＩ値は、次の式より算出しています。 

 

※機械調査は、上記（１）～（３）の式で算出した値のうち、最も小さい値を用いました。 

※目視調査は、（２）の式で算出した値を用いました。 

 

【判定基準】 

算出した値より、以下のランクに評価します。 

ＭＣＩ値は、１０を最大値とした減点法で評価され、状態が悪いほど数値が低下

します。ただし、ＭＣＩ値を用いた評価は、交通量や道路特性など道路機能の観点

が欠けており、あくまで目安として参照するのが望ましいとされています。 

 

表３－２－３－５ ＭＣＩ値の標準的な判定基準 

評価ランク 評価の範囲 判定結果 

水準Ⅰ 0.0 ≦ ＭＣＩ値 ≦ 3.0 早急に修繕が必要 

水準Ⅱ 3.0 ＜ ＭＣＩ値 ≦ 4.0 修繕が必要 

水準Ⅲ 4.0 ＜ ＭＣＩ値 ≦ 5.0 修繕が望ましい 

水準Ⅳ 5.0 ＜ ＭＣＩ値 望ましい管理水準 

※出典：『第３４回建設省技術研究会報告』（建設省道路局国道第一課，昭和５５年度） 

※望ましい管理水準とは、軽微な劣化は含まれるものの、一般的に安全面で影響がないと判断でき

る健全な状況を指します。 

  

・・・・・・・・（１） 

・・・・・・・・（２） 

・・・・・・・・（３） 

MCI０ = 10－1.51C 0.3－0.30D 0.7 

MCI１ = 10－2.23C 0.3 

MCI２ = 10－0.54C 0.3 

MCIｉ 
i 
C 
D 

：維持管理指数 
：経過年数 

：ひび割れ率（％） 
：わだち掘れ量（ｍｍ） 
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【劣化状況例ごとのＭＣＩ値】 

 

  

図３－２－３－６ ＭＣＩ値＝５ 
ひび割れが見える程度 

図３－２－３－７ ＭＣＩ値＝４ 
ひび割れが複数ある程度 

図３－２－３－８ ＭＣＩ値＝３ 
ひび割れが面状にひろがり、わだち掘れが顕著 

図３－２－３－９ ＭＣＩ値＝２ 
ひび割れが全面にひろがり、わだち掘れが顕著 
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図３－２－３－１０ 道路舗装調査位置図（令和３年度調査） 
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（2） 結果 

1） ひび割れ率 

調査結果より平均ひび割れ率を算出しました。 

市全体での平均ひび割れ率は８．８％であり、前回調査を実施した平成２８年度

の結果（７.１％）から１．７％増加しています。 

また、地域区分別の比較では第３地域が最も高く、平均ひび割れ率は１０．９％

です。 

 

表３－２－３－６ 車道の劣化程度（地域区分別のひび割れ率） 

地域区分 
令和３年度 前回調査（平成２８年度） 

前回比 
調査延長 平均ひび割れ率 調査延長 平均ひび割れ率 

全域 486,845m 8.8% 482,713m 7.1% +1.7% 

第１地域 76,294m 10.3% 75,160m 6.8% +3.5% 

第２地域 93,806m 7.9% 91,131m 6.9% +1.0% 

第３地域 61,995m 10.9% 62,712m 7.2% +3.7% 

第４地域 47,684m 8.2% 46,885m 7.9% +0.3% 

第５地域 31,608m 8.9% 32,808m 8.1% +0.8% 

第６地域 48,185m 9.1% 47,128m 7.1% +2.0% 

第７地域 69,024m 6.6% 68,233m 6.3% +0.3% 

第８地域 58,249m 8.4% 58,656m 7.7% +0.7% 

 

 

図３－２－３－１１ 令和３年度 地域区分別平均ひび割れ率比較 
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2） ひび割れ率ランク別割合 

修繕段階である診断区分Ⅲ（４０％以上）に該当する区間の割合は、市全体で１．

６％でした。また、診断区分Ⅲにおける地域区分別の比較では、第３地域（４．５％）

が最も高く、次いで第１地域（２．２％）、第５地域（２．０％）となっています。 

 

表３－２－３－７ 車道の劣化割合(地域区分別のひび割れ率(C）) 

診断区分 Ⅲ Ⅱ Ⅰ 
合計 

管理基準(％) 40≦C 20≦C＜40 0≦C＜20 

全域 1.6% 7.1% 91.3% 100.0% 

第１地域 2.2% 8.6% 89.1% 100.0% 

第２地域 1.2% 5.9% 93.0% 100.0% 

第３地域 4.5% 10.5% 85.0% 100.0% 

第４地域 1.3% 5.7% 93.1% 100.0% 

第５地域 2.0% 8.3% 89.7% 100.0% 

第６地域 0.5% 6.1% 93.4% 100.0% 

第７地域 0.6% 5.2% 94.2% 100.0% 

第８地域 0.4% 7.0% 92.6% 100.0% 

 

 

図３－２－３－１２ ひび割れ率ランク別比率 
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図３－２－３－１３ ひび割れ率ランク別位置図（令和３年度調査） 
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3） わだち掘れ量 

調査結果より平均わだち掘れ量を算出しました。 

市全体での平均わだち掘れ量は６．３ｍｍであり、前回調査を実施した平成２８

年度の結果（７.０ｍｍ）から０．７ｍｍ減少しています。 

また、地域区分別の比較では第５地域が最も高く、平均わだち掘れ量は７．４ｍ

ｍです。 

 

表３－２－３－８ 車道の劣化程度（地域区分別のわだち掘れ率） 

地域区分 
令和３年度 前回調査（平成２８年度） 

前回比 
調査延長※ 平均わだち掘れ量 調査延長 平均わだち掘れ量 

全域 460,742m 6.3mm 162,546m 7.0mm -0.7mm 

第１地域 72,762m 6.6mm 22,088m 6.2mm +0.4mm 

第２地域 87,174m 6.2mm 34,083m 7.2mm -1.0mm 

第３地域 60,573m 7.0mm 18,216m 6.1mm +0.9mm 

第４地域 45,179m 5.9mm 11,882m 7.2mm -1.3mm 

第５地域 29,886m 7.4mm 12,578m 7.2mm +0.2mm 

第６地域 46,381m 5.0mm 13,527m 6.1mm -1.1mm 

第７地域 63,930m 7.0mm 25,836m 7.8mm -0.8mm 

第８地域 54,857m 5.1mm 24,336m 7.2mm -2.1mm 

※機械調査の結果より算出しているため、調査延長が他項目と異なります。 

 

図３－２－３－１４ 令和３年度 地域区分別平均わだち掘れ量 
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4） わだち掘れ量 ランク別割合 

修繕段階である診断区分Ⅲ（４０ｍｍ以上）に該当する区間は、ありませんでし

た。 

また、表層機能保持段階である診断区分Ⅱ（２０ｍｍ以上４０ｍｍ未満）に該当

する区間は市全体で０．４％でした。地域区分別の比較では第７地域（０．８％）

が最も高く、次いで第５地域（０．６％）、第４地域（０．５％）となっています。 

 

表３－２－３－９ 車道の劣化割合（地域区分別のわだち掘れ量(D)） 

診断区分 Ⅲ Ⅱ Ⅰ 
合計 

管理基準(mm) 40≦D 20≦D＜40 0≦D＜20 

全域 0.0% 0.4% 99.6% 100.0% 

第１地域 0.0% 0.3% 99.7% 100.0% 

第２地域 0.0% 0.2% 99.8% 100.0% 

第３地域 0.0% 0.3% 99.7% 100.0% 

第４地域 0.0% 0.5% 99.5% 100.0% 

第５地域 0.0% 0.6% 99.4% 100.0% 

第６地域 0.0% 0.0% 100.0% 100.0% 

第７地域 0.0% 0.8% 99.2% 100.0% 

第８地域 0.0% 0.3% 99.7% 100.0% 

 

  

図３－２－３－１５ わだち掘れ量ランク別比率 
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図３－２－３－１６ わだち掘れ量ランク別位置図（令和３年度調査） 
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5） ＭＣＩ値 

調査結果より平均ＭＣＩ値を算出しました。 

市全体での平均ＭＣＩ値は５．８であり、前回調査を実施した平成２８年度の結

果（６．７）から０．９減少しています。 

また、地域区分別の比較では第１地域・第３地域が最も低く、平均ＭＣＩ値は５．

６です。 

 

表３－２－３－１０ 車道の劣化程度（地域区分別のＭＣＩ値） 

地域区分 
令和３年度 前回調査（平成２８年度） 

前回比 
調査延長 平均MCI値 調査延長 平均MCI 値 

全域 486,845m 5.8 482,713m 6.7 -0.9 

第１地域 76,294m 5.6 75,160m 6.9 -1.3 

第２地域 93,806m 5.9 91,131m 6.7 -0.8 

第３地域 61,995m 5.6 62,712m 6.7 -1.1 

第４地域 47,684m 6.0 46,885m 6.6 -0.6 

第５地域 31,608m 5.7 32,808m 6.5 -0.8 

第６地域 48,185m 5.8 47,128m 6.7 -0.9 

第７地域 69,024m 6.0 68,233m 6.7 -0.7 

第８地域 58,249m 5.9 58,656m 6.5 -0.6 

 

図３－２－３－１７ 令和３年度 地域区分別平均ＭＣＩ値 
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6） ＭＣＩ値 ランク別割合 

ＭＣＩ値の標準的な判定基準（表３－２－３－５）に基づき、「ＭＣＩ値が３．０

以下（早急に修繕が必要）」、「ＭＣＩ値が３．０を超え４．０以下（修繕が必要）」、

「ＭＣＩ値が４．０を超え５．０以下（修繕が望ましい）」、「ＭＣＩ値が５．０を超

える（望ましい管理水準）」の４ランクに分類して延長割合を算出しました。 

その結果、早急に修繕が必要なＭＣＩ値３．０以下は、市全体で０．９％でした。 

また、早急に修繕が必要なランクにおける地域区分別の比較では第３地域（２．

３％）が最も高く、次いで第５地域（２．０％）、第１地域・第２地域（１．０％）

となっています。 

 

表３－２－３－１１ 車道の劣化割合（地域区分別のＭＣＩ値） 

判定結果 早急に修繕が必要 修繕が必要  修繕が望ましい 望ましい管理水準 

合計 
管理基準 0.0＜ＭＣＩ値≦3.0 3.0＜ＭＣＩ値≦4.0 4.0＜ＭＣＩ値≦5.0 5.0＜ＭＣＩ値 

全域 0.9% 5.1% 18.6% 75.4% 100.0% 

第１地域 1.0% 7.1% 24.1% 67.8% 100.0% 

第２地域 1.0% 3.4% 18.6% 77.0% 100.0% 

第３地域 2.3% 9.6% 20.9% 67.1% 100.0% 

第４地域 0.4% 3.6% 17.7% 78.3% 100.0% 

第５地域 2.0% 7.1% 19.8% 71.1% 100.0% 

第６地域 0.0% 2.9% 18.9% 78.2% 100.0% 

第７地域 0.3% 3.5% 15.8% 80.4% 100.0% 

第８地域 0.4% 3.8% 12.4% 83.4% 100.0% 

 

 

図３－２－３－１８ ＭＣＩ値ランク別比率 
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図３－２－３－１９ ＭＣＩ値ランク別位置図（令和３年度調査） 
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（3） 分析 

1） 全体平均 

市の車道における「ひび割れ率」、「わだち掘れ量」、「ＭＣＩ値」の平均値は次の

とおりです。 

 

・ 「ひび割れ率」と「ＭＣⅠ値」は、望ましい管理水準の範囲内ですが、前回

調査時（平成２８年度）より劣化が進行しています。 

・ 目視調査から機械調査に変更した箇所が多いため、「ひび割れ率」と「ＭＣＩ

値」が劣化した結果が得られたと想定されます。 

・ 「わだち掘れ量」は早急に修繕を要する箇所がなく、適切な修繕が行われて

いる傾向にあると言えます。 

 

表３－２－３－１２ 市全体の平均値及び前回比較 

調査項目 
今回調査平均値 

（令和３年度） 

前回調査平均値 

（平成２８年度） 
前回比 

ひび割れ率 8.8% 7.1% +1.7% 

わだち掘れ量 6.3mm 7.0mm -0.7mm 

ＭＣＩ値 5.8 6.7 -0.9 

 

2） 地域区分別平均 

市の車道における「ひび割れ率」、「わだち掘れ量」、「ＭＣＩ値」の地域区分別平

均値は以下のとおりです。 

 

・ 平均ひび割れ率が最も高いのは、第３地域（１０．９％）です。 

・ 平均わだち掘れ量が最も高いのは、第５地域（７．４ｍｍ）です。 

・ 平均ＭＣＩ値が最も低いのは、第１地域・第３地域（５．６）です。 

 

表３－２－３－１３ 地域区分別平均値 

地域区分 
調査項目 

ひび割れ率 わだち掘れ量 ＭＣＩ値 

全域 8.8% 6.3mm 5.8 

第１地域 10.3% 6.6mm 5.6 

第２地域 7.9% 6.2mm 5.9 

第３地域 10.9% 7.0mm 5.6 

第４地域 8.2% 5.9mm 6.0 

第５地域 8.9% 7.4mm 5.7 

第６地域 9.1% 5.0mm 5.8 

第７地域 6.6% 7.0mm 6.0 

第８地域 8.4% 5.1mm 5.9 
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3） 補修必要区間 

調査の結果から、「ＭＣＩ値３．０以下（早急に修繕が必要）」の区間は、 

３９か所（３，１１１ｍ）あります。 

 

表３－２－３－１４ 補修対策箇所一覧表（ＭＣＩ値の低い順）（１／２） 

No 
地域

区分 
路線名称 上下 

距離標（ｍ） 区間長 

（ｍ） 

ひび 

割れ率 

（％） 

わだち掘れ量 

ＭＣＩ値 最大 

(ｍｍ) 

平均 

(ｍｍ) 自 至 

1 1 多磨霊園東通り 上 1,000 1,100 100 77.7 9.6 6.2 1.8 

2 2 多摩川通り 上 7,300 7,400 100 72.4 10.8 7.7 1.9 

3 2 多摩川通り 上 7,100 7,200 100 70.6 11.5 8.2 2.0 

4 3 平和通り 下 600 700 100 66.6 9.3 6.3 2.1 

5 2 多摩川通り 下 7,100 7,200 100 65.8 5.6 4.7 2.2 

6 1 多磨霊園東通り 下 1,000 1,100 100 62.8 6.1 4.7 2.3 

7 1 多磨霊園南参道 下 172 200 28 62 4.2 4.1 2.3 

8 5 武蔵台通り 下 54 100 46 62.1 8.3 6.7 2.3 

9 2 多摩川通り 下 7,000 7,100 100 60.3 5.3 4.5 2.4 

10 1 多磨霊園東通り 上 1,100 1,200 100 60.8 6.8 5.8 2.4 

11 3 平和通り 下 310 400 90 60.2 6.3 5 2.4 

12 3 平和通り 下 500 600 100 59.1 6.8 5.3 2.4 

13 2 多摩川通り 下 7,300 7,400 100 57.7 4.9 4.5 2.5 

14 2 多摩川通り 上 7,000 7,100 100 55.8 9.2 6 2.5 

15 5 七小通り 下 800 900 100 55.9 12.2 7.8 2.5 

16 3 平和通り 下 800 900 100 57.9 8.1 5.5 2.5 

17 2 多摩川通り 上 7,400 7,500 100 54.4 9 7.2 2.6 

18 1 多磨霊園東通り 下 1,100 1,200 100 55.7 6.1 4.7 2.6 

19 3 平和通り 下 400 500 100 55.5 8.8 5.8 2.6 

20 8 多摩川通り 上 1,400 1,500 100 51.2 9.7 7.4 2.7 

21 2 白糸台通り 上 598 600 2 50 6.6 6.6 2.8 

22 2 多摩川通り 下 7,200 7,300 100 49.7 6.4 5.2 2.8 

23 1 多磨霊園東通り 下 700 800 100 49.2 6.1 4.7 2.8 

24 5 七小通り 下 900 1,000 100 50.1 10.8 7.5 2.8 

25 4 番場北裏通り 下 0 100 100 49.6 7.6 6.1 2.8 

26 4 番場北裏通り 下 100 200 100 49.5 8.7 6.1 2.8 

27 5 武蔵台通り 上 54 100 46 49.6 4.9 4.9 2.8 

28 1 多磨霊園東通り 上 1,200 1,221 21 46.5 9.5 9.5 2.9 

29 1 多磨霊園南参道 上 700 800 100 48.4 8.7 4.6 2.9 

30 5 七小通り 下 700 800 100 47.5 9.3 8.5 2.9 

31 3 平和通り 下 700 800 100 46.7 7.1 5.8 2.9 

32 1 東郷寺通り 上 300 315 15 46.1 7 7 3.0 

33 8 日新通り 下 200 300 100 44.3 8.5 6.1 3.0 

34 8 日新通り 上 2,400 2,407 7 44.5 4.1 4.1 3.0 
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表３－２－３－１５ 補修対策箇所一覧表（ＭＣＩ値の低い順）（２／２） 

No 
地域

区分 
路線名称 上下 

距離標（ｍ） 区間長 

（ｍ） 

ひび 

割れ率 

（％） 

わだち掘れ量 

ＭＣＩ値 最大 

(ｍｍ) 

平均 

(ｍｍ) 自 至 

35 8 日新四谷通り 上 700 703 3 45.3 3.2 3.2 3.0 

36 3 富士見通り 下 1,600 1,605 5 38 14.1 14.1 3.0 

37 5 富士見通り 下 2,300 2,400 100 34.1 19 17.2 3.0 

38 7 ふるさと通り 下 0 100 100 45.4 10.8 9.2 3.0 

39 2 市道２－２３７号 下 0 48 48 45.8 2.8 2.4 3.0 

※「機械調査」はひび割れ率とわだち掘れ量、「目視調査」はひび割れ率を調査対象としています。 

※■：ＭＣＩ値３．０以下（早急に修繕が必要） 
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3.2.4  歩道・植樹ます 

市が管理する歩道・植樹ますの全体数量及び状況は、次のとおりです。 

 

3.2.4.1  全体数量 

市が管理する歩道・植樹ますについて、交差点で区切られる街区単位で調査しました。 

 

表３－２－４－１ 調査数量 

調査 
方法 

調査延長※1 調査面積 調査項目 
評価 
単位 

備考 

目視 170,989.40m 472,659.05m2 

舗装： 
ひび割れ、段差 
ポットホール※2、種別 

植樹ます： 
根上がり、本数 
グレーチング※3有無 
種別 

1,855区間 
(交差点 
街区) 

平均歩道幅員※4 
幹線市道 3.03m 
一般市道 2.46m 

※１：実測した調査延長は、管理数量と異なります。 

※２：舗装表面の局部的な小穴のことを指し、ひび割れに起因する剥離等が原因で生じます。 

※３：道路の表面排水の目的で側溝におく蓋（縁石）を指し、歩道や植樹ますにも使われます。 

※４：平均幅員は、『市の道路管理に関する調書』（平成２８年）から算出しています。 
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3.2.4.2  位置 

 

図３－２－４－１ 調査箇所位置図 
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3.2.4.3  点検結果 

（1） 条件 

1） 調査項目 

歩道調査における調査項目は、段差によるつまずきの可能性を判断することを目

的とし、次のとおりとしました。 

 

① 舗装状況 

ひび割れ、段差、ポットホール 

 

② 植樹状況 

根上がり、本数 

 

また、歩道状況の基礎情報として、舗装種別、植樹ますの種別（グレーチング

の有無、素材）について確認を行いました。 

 

2） 調査対象 

次の基準で調査対象を整理し、判定・記録をしました。 

 

① 歩道 

・ 切り下げ部のコンクリート舗装は調査しない。 

・ 歩行するための支障程度を判定する。 

・ 道路台帳と現地に相違がある場合は、簡易に記録する。 

 

② 植樹ます 

・ 「高木」、「中木」の本数や樹種は調査しない。 

・ 「低木」、「花株」は調査しない。 

・ 「切り株」がある場合は記録する。 

 

3） 調査箇所の設定 

市の『道路台帳平面図』により、調査箇所の位置を確認しました。 

 

4） 調査方法 

調査員による徒歩調査を基本とし、歩道状況の評価は交差点街区（交差点巻込み

ごと）を１単位区間としました。 
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5） 評価方法 

調査結果の評価方法は、次に示す３つの判定としました。 

 

表３－２－４－２ 判定結果と評価方法 

要補修判定 評価 

大 転倒など、歩行や通行に問題があると評価した箇所 

小 根上がり等あるが、歩行や通行には問題がないと評価した箇所 

無 問題がないと評価した箇所 

 

   

図３－２－４－２ 根上がり判定例 

 

6） 調査項目の判定基準 

歩道や植樹ますにおいて補修を必要とする判定基準は、次のとおりです。 

 

表３－２－４－３ 歩道の要補修判定基準 

要補修判定 歩道劣化の程度 

大 
・ 舗装材の流出や穴がある 

・ 段差、穴などの劣化箇所を跨ぐ程度 

小 
・ 30ｃｍ以下のひび割れを許容する 

・ 歩行に支障がない程度 

無 
・ ベビーカーなどの手押し車や杖利用の歩行に支障がない程度 

・ 沿道からの流出土堆積、縁石の擦り減り・破損は影響しない 

 

表３－２－４－４ 植樹ますの要補修判定基準 

要補修判定 植樹ます劣化の程度 

大 
・ 根上がり等の進行により、植樹ますの破損が顕著である 

・ 植樹ます原型が認められない 

小 

・ 縁石やグレーチングが所定の位置から若干ズレているが、機能は有

している 

・ 植樹ますの縁石やグレーチングがゆがんでいる 

無 
・ 縁石やグレーチングが所定の位置に収まっている 

・ 街路樹による破損が認められない 
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（2） 結果 

歩道・植樹ますは、現地調査により現状を段階評価しました。 

 

1） 歩道調査結果 

歩道の劣化状況調査の結果、前回より劣化が若干進んでいます。また、前回調査

で劣化していると判定された区間は、同様の結果でした。ただし、それらの区間は

幹線市道と比較して交通量の低い一般市道が大半です。 

 

表３－２－４－５ 歩道の劣化状況調査結果 

判定 
平成２８年度調査 前回調査（平成２３年度） 

区間 延長 面積 区間 延長 面積 

大 8 836.11m 2,044.83m2 5 545.96m 1,397.80m2 

小 149 21,874.44m 60,482.96m2 93 11,835.16m 32,142.44m2 

無 1,698 148,278.85m 410,131.26m2 1,757 158,608.28m 439,118.81m2 

合計 1,855 170,989.40m 472,659.05m2 1,855 170,989.40m 472,659.05m2 

※判定結果「大」の路線は、「市道１－３０７号」、「市道２－１１９号」、「市道４－３４２号」、 

「市道４－３８４号」、「市道６－２６５号」、「市道６－３２２号」、「すずかけ通り」、 

「多摩川通り」に各１か所です。 

 

2） 植樹ます調査結果 

植樹ますの劣化状況調査の結果、前回より劣化が若干進んでいます。劣化の多く

の原因は、街路樹の成長に伴う根上がり等の進行であると考えられます。特に街路

樹がサクラの箇所での根上がりが目立ちます。 

 

表３－２－４－６ 植樹ますの劣化状況調査結果 

判定 

平成２８年度調査 前回調査（平成２３年度） 

区間 劣化箇所 
グレーチング材質 

(劣化箇所内訳) 
区間 劣化箇所 

グレーチング材質 

(劣化箇所内訳) 

大 17 26 か所 

ｺﾝｸﾘｰﾄ 0 か所 

7 7 か所 

ｺﾝｸﾘｰﾄ 0 か所 

鉄 9 か所 鉄 2 か所 

なし 17 か所 なし 5 か所 

小 66 104 か所 

ｺﾝｸﾘｰﾄ 2 か所 

65 112 か所 

ｺﾝｸﾘｰﾄ 2 か所 

鉄 24 か所 鉄 28 か所 

なし 78 か所 なし 82 か所 

無 1,772 - - - 1,783 - - - 

合計 1,855 130 か所 
ｺﾝｸﾘｰﾄ 2 か所 

1,855 119 か所 
ｺﾝｸﾘｰﾄ 2 か所 

鉄 33 か所 鉄 30 か所 

なし 95 か所 なし 87 か所 

※判定結果「大」の路線は、「市道１－９６号」、「市道１－３０７号」、に各１か所、 

「市道１－３５５号」に２か所、「市道２－２３４号」、「市道６－２６５号」、 

「市道６－３５１号」に各１か所、「桜通り」に２か所、「多摩川通り」に１３か所、 

「中央道側道」に１か所、「多磨霊園南参道」に３か所です。 
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（3） 補修対策箇所 

劣化判定が「大」と「小」の区間を補修対策箇所とする状況は、次のとおりです。 

 

図３－２－４－３ 歩道の劣化判定結果（平成２８年度調査） 
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図３－２－４－４ 植樹ますの劣化判定結果（平成２８年度調査） 
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3.2.5  案内標識 

市が管理する案内標識の全体数量及び状況は、次のとおりです。 

 

3.2.5.1  全体数量 

市が管理する案内標識は、８３３基あります。内訳として、『府中市都市サイン基本計

画』（平成２年）等に従って設置された案内標識が５３９基、個別に設置した施設案内標

識が２９４基あります。詳細は、次のとおりです。 

 

表３－２－５－１ 分類別設置数量 

案内標識の分類 基数 割合 

案内標識 539 基 64.7% 

その他案内標識 294 基 35.3% 

合計 833 基 100.0% 

 

  

 

 

  

 

 

  

図３－２－５－１ 案内標識の例１ 図３－２－５－２ 案内標識の例２ 

図３－２－５－３ 案内標識の例３ 図３－２－５－４ その他案内標識の例 
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